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【研究主題】ひらがなの読み書きが苦手な子どもたちの早期発見・早期支援のために行った取組 

 

【副題】～多層指導モデルMIMを活用した低学年におけるひらがな指導方法の検討～ 

 

【学校・団体名】 滋賀県大津市立坂本小学校 

【役職名・氏名】    教諭 景山 佳矢 

１．はじめに 

 希望に満ちた明るい笑顔で小学校に入学してきた子

どもたちの中に、ひらがな学習が進むにつれて表情が

暗くなる子がいる。「ひらがなをすらすらと読めない」

「読むのに時間がかかる」「ひらがなをなかなか覚えら

れない」「きれいにひらがなを書けず、お直しがたくさ

んある」「ひらがなを書くのに時間がかかる」等、小学

校での学習の初めからつまずきを感じ学習意欲が低下

してしまう子どもが毎年一定数いるように感じられる。 

 ひらがなの学習は、全ての学習の基礎であり、ひらが

な読み書きの習得に時間がかかると、国語だけでなく

算数等他の教科の理解にも影響を及ぼす。 

ひらがなは1 年生1 学期に学習するようにカリキュ

ラムが設定されている。しかし、この期間で習得するこ

とが難しい子がいる。そのような子をできるだけ早期

に発見し、早期に指導・支援することがひらがなの読み

書き習得に必要であり、その指導・支援がその子の今後

の学力に大きく影響すると考える。 

２．ひらがな読み書きの習得に必要な力 

 ひらがなの習得に必要な力はこれまでの研究で「音

韻認識力」であることが分かっている。「音韻認識」と

は「ひとまとまりのことば（単語）がいくつの音のかた

まりに分かれるかを認識する力」（竹田・村井,2010）で

ある。ひらがな46音（以下、清音とする）は、文字と

音が１対１対応になっているため比較的覚えやすいと

される。例えば「みかん」は「み」「か」「ん」という3

つの音で構成されている。しかし、ひらがなには清音の

他に濁音（「が」等「゛」がつく文字）や半濁音（「ぱ」

等「゜」がつく文字）があり、さらに拗音、長音、拗長

音、促音、拗促音と呼ばれる特殊音節がある。拗音は「し

ゃしん」等小さい「ゃ・ゅ・ょ」、長音は「ぶどう」等

伸ばす音、拗長音は「やきゅう」等小さい「ゃ・ゅ・ょ」

と伸ばす音を合わせた音、促音は「きっぷ」等小さい

「っ」、拗促音は「しゃっくり」等小さい「ゃ・ゅ・ょ」

と小さい「っ」を合わせた音である。 

 音韻認識力に弱さがあると、この特殊音節の習得に

困難さを感じたり、ひらがなで書かれた言葉を読むこ

とに時間がかかったりする。 

学習指導要領では 4 月下旬からひらがなの清音の学

習が始まり、5月中旬に濁音・半濁音（2時間配当）5月

下旬に促音（2 時間配当）、6 月上旬に長音（2 時間配

当）、6月中旬に拗音（2時間配当）を学習することにな

っている。拗長音や拗促音の学習時間は設定されてお

らず、6月中旬にひらがなの学習が終わってしまう。そ

してその学習期間中である 5 月上旬には「ことばさが

し」や「はなのみち」という読み物教材も含まれている。

音韻認識力の弱い子どもは、言葉をまとまりとして捉

えることも難しいので、「ことばさがし」や「はなのみ

ち」等の単元でも困難を感じることとなるだろう。 

正常な発達であれば、音韻認識力は小学校入学まで

に高まっており、入学までに自然とひらがなの読み書

きがある程度習得できるようになっている。そのため、

ひらがなの学習時間は入学後4～6月の3か月という短

期間の学習時間の設定となっていると思われる。しか

し、ある一定数の子どもは入学までに音韻認識力が十

分に高まっていないためか、入学後に学習活動が始ま

ると一気にその困難さが顕著になってしまい、学習意

欲が低下すると考える。 

そこで、本研究では、令和5年度本校に入学した1年

生を対象に、2年間にわたってひらがなの習得状況を追

った。まずは、音韻認識力が弱い子でも取り組みやすい

とされている「多層指導モデルMIM」を取り入れ、1学

期のひらがな学習において通常学級で指導を行った。

次に、ひらがなの学習指導が終了した 1 学期以降も通

常学級で取り組める方法を考え、ひらがな学習を継続

した。一方で、ひらがなの習得が困難だと思われる児童

については10月中旬頃から個別学習や小集団での指導

を行った。また、ひらがな習得の実態把握をするための

テストを1年生9月、12月、2年生7月の計3回行っ

た。 

３．多層指導モデルMIMを用いた指導 

「多層指導モデルMIM（ミム）」（以下、MIM指導法と

する）とは、海津亜希子先生が考案された、通常学級に
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おいて子どもの異なるニーズに対応して指導・支援し

ていこうとするひらがなの指導モデルである。子ども

のニーズとは学力の問題、生活の背景、興味関心等様々

あるが、こうした多様なニーズが存在することを認識

して指導することの重要性、そして、子どもの学習に対

するつまずきが深刻化する前に指導・支援を行うこと

の重要性を海津先生は説いておられる。 

海津先生が唱えておられる多層とは、「1stステージ」

「2nd ステージ」「3rd ステージ」の3 層である。「1st

ステージ」とは全ての子どもに対して行う通常の学級

での効果的な授業である。「2ndステージ」とは、1stス

テージのみでは伸びが乏しい子どもに対して行う通常

学級内での補足的な指導と配慮である。「3rdステージ」

とは、1stステージ2ndステージでは伸びが乏しい子ど

もに対して行う集中的・柔軟的な形態による個に特化

した指導である。本研究は、この MIM 指導法を取り入

れながら行った。 

MIM指導法では、ひらがな指導において視覚化・動作

化を取り入れている。例えば清音であれば、手を叩いて

表す。「みかん」であれば、手を「パン（み） パン（か） 

パン（ん）」と3回叩いて表すこととなる。特殊音節で

ある促音は両手をグーにして表す。「きって」であれば

「パン（き） グー（っ） パン（て）」となる。長音、

拗音、拗長音、拗促音も手での動作方法が決まっている

（図1）。 

 
図１．MIM指導法による動作化・視覚化の方法 

（図の出典はNPO法人なんとなくわかる教育研究所  

2017年5月8日の記事画像） 

このように動作を加えながら指導をすることは、音

韻認識力が弱い子どもでも目に見えない音の特徴を自

然と意識することできるようになるとされている。 

また、板書においても特殊音節のルールを明確にす

るために、ドット（マグネット）を活用する。清音は大

きなドット、促音は小さなドット、長音は伸ばし棒、拗

音は二重にしたドット、そして拗長音や拗促音はそれ

らを組み合わせる（図 1）。例えば促音は、文字だけで

あれば「っ」は音がなく音韻認識力が弱い子には非常に

捉えにくいものであるが、「小さいドット」「手をグー」

というように視覚化動作化することで多感覚に捉える

ことができるようになる。 

また、子ども達は手を叩いたりグーにしたりするこ

とを好んでおり、リズム遊びのように楽しく取り組め

ることもこの指導方法の良さだと考える。入学して間

もなく始まるひらがな指導をただ繰り返し書いて覚え

るだけでなく、時には先生が言った言葉を手でたたい

て示したり、黒板にドットで示したりと楽しみながら

音韻認識力を高めていくことができるのである。 

さらに、学習指導要領では学習時間の配当がされて

いない拗長音、拗促音についても MIM 指導法であれば

視覚化動作化の方法が示されており、短時間で指導す

ることができる。拗長音、拗促音は特殊音節の中でも習

得に時間がかかるので、短時間でも指導することは必

要だと考える。 

このようなMIM指導法を1年生1学期のひらがな指

導において全学級で実践した。 

４．ことばのノートの活用 

 通常学級では、2学期からひらがなを指導するために

まとまった時間を確保することが難しくなる。そのた

め、すきま時間を活用してひらがなの指導が継続でき

ないか考えた。そして取り組んだことが「ことばのノー

ト」である。後述するが、2学期初め行ったひらがなの

実態把握テストにおいて、対象児童は前年度や前々年

度の児童に比べ、ひらがなの習得状況が悪いことが判

明した。この結果を受け、2ndステージとしての通常学

級内での補足的なひらがな指導法を 1 年生担任と共に

話し合った。その中で出てきたのが、児童に一人 1 冊

「ことばのノート」（横6マス・縦8マス）を用意する

ことだった。はじめ、「ことばのノート」には先生が言

った言葉を聴写するようにした。児童に1回につき3～

6個程の言葉を聴写させ、その後すぐに担任が黒板に正

しいひらがなを書いて示す。そして、間違えた箇所は児

童が自分で訂正し、正しく書くようにした。この指導で

あれば、5分程度でできることから国語の授業初めや朝
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の学習タイム等各学級の実態に応じて時間を設けて取

り組み続けることができた。 

 特殊音節を含む言葉をある程度書き続けた後、2学期

後半頃からは、「すきな果物を書こう」と言葉集めをし

たり、児童同士で言葉を言い合って聴写したり、給食メ

ニューを書いたりと様々な言葉を書いてひらがなの学

習を続けた。こうしてたくさんの言葉を書く学習は語

彙力を高める学習にもつながっていると思われる。 

国語のノートを活用してもよかったのだが、2学期の

初めには、学習の理解程度の差が大きくなっているこ

とから、国語ノートの進み具合にも差が開いてしまっ

ている。そのため、ことばを書くためのノートを 1 冊

用意することで学習を始めるスタートラインをそろえ

ることにした。「ことばのノート」が1冊あると、いつ

でもすぐに「乗り物をたくさん書こう」「しりとりをど

んどん書こう」等の指示を出すだけで、ひらがなの学習

が行えるという利点もあった。 

５．個別学習「ぐんぐん教室」の活用 

本校には、通常学級に在籍している児童の中で特に

学習に困難を感じている児童は、保護者の了解を得て

週1回の個別学習を行っている。主に1・2年生は「国

語科」でひらがなや漢字の読み書きの学習補充を行い、

3年生以上では「算数科」で学習中の単元に関連した学

習補充を行っている。この個別学習を「ぐんぐん教室」

と呼んでいる。 

1学期のMIM指導法を用いても、2学期の「ことばの

ノート」を活用した指導でも伸び悩んだ児童5名を3rd

ステージとした「ぐんぐん教室」の対象として抽出した。

「ぐんぐん教室」では1人の教員に対して2～3名の児

童となるようにし、清音の読み書きや MIM 指導法を用

いた特殊音節の指導をもう一度行った。時にはかるた

やすごろく等言葉遊びを行ったり、運筆力の弱い子に

は迷路を行ったり等通常学級では取り組みにくい学習

活動も取り入れた。学習意欲の低下が見られた子もい

たが、「ぐんぐん教室」は楽しいようで、毎週良い笑顔

で学習していた。 

６．ひらがなを書く力の実態把握 

子ども達のひらがなを書く力の実態把握をするため、

「ひらがな単語聴写テスト」（竹田・村井,2010）を1年

生9月、12月、2年生7月の計3回行った。このテス

トは30問の聞き取った言葉を書きとっていくものであ

り、清音・濁音・半濁音・撥音（「ん」）の他に、特殊音

節（拗音・長音・拗長音・促音・拗促音）がそれぞれ5

音ずつ含まれている（図 2）。それら特殊音節の間違い

個数に応じて「困難群」「要注意群」「学年相応群」の3

つに群分けすることとした（表1）。 

 
図2 ひらがな単語聴写テストの内容 

表1 誤数による群分け（特殊音節25個中） 

対象児童：坂本小学校１年生（令和5年度入学児童） 

     117名 

実施方法：各学級で集団実施した。担任がひらがなの言

葉（30問）を読み上げ児童が聴写した。3回

までは繰り返して良いこととした。 

実施時期：1回目 2023年9月上旬 

2回目 2023年12月中旬 

3回目 2024年7月上旬 

結果： 

 まず、1年生9月に行ったテスト結果を過去2年分の

同時期のテスト結果と比べてみた。 

 対象児童が1年生9月に行ったテストでは「困難群」

約38％、「要注意群」約11％、「学年相応群」約51％と

いう結果であった。その前年度（令和4年度入学児童）

同時期に行った同じテストでは「困難群」約25％、「要

注意群」約7％、「学年相応群」約68％、前々年度（令

和3年度入学児童）同時期に行った同じテストでは「困

難群」約20％、「要注意群」約15％、「学年相応群」約

64％であり、過去 2 年間の結果と比べて対象児童はひ

らがなの習得率が悪いことがわかった（図3）。 

次に、対象児童のひらがな習得の変化を見てみた。 

1年生9月に行ったテストでは「困難群」約38％、「要

 学年相応群 要注意群 困難群 

1年 9以下 10〜13 14以上 

2年 5以下 6〜8 9以上 
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注意群」約11％、「学年相応群」約51％という結果であ

ったが、12月に行ったテストでは、「困難群」約14％、

「要注意群」約12％、「学年相応群」約74％と学年相応

にひらがなが書ける児童が増えた。そして、2年生7月

には「困難群」約7％、「要注意群」約8％、「学年相応

群」約 85％となり、さらに習得率が上がった（図 4）。 

図3 1年生9月に実施したひらがな聴写テスト結果 

過去2年間の結果との比較 

0%

50%

100%

1年生9月 1年生12月 2年生7月

学年相応群 要注意群 困難群

図４ ひらがな習得の変化 

７．考察と課題 

 まず、1年生9月に行ったひらがな単語聴写テストの

結果を 3 年間分比較してみると、対象児童のひらがな

習得率が低いことが分かった。「困難群」と「要注意群」

を合わせると約 48％となり、ほぼ半数の児童がひらが

なの習得に困難を感じていることとなる。前年度や

前々年度でも「困難群」「要注意群」を合わせて32％（前

年度）35％（前々年度）であったので約3 分の1 の児

童がひらがな習得に困難を感じていると危惧したが、

その心配を上回る結果となり、早急に学年を上げて対

処する必要性を感じた。そのため、前年度まで 2nd ス

テージとして行ってきた担任による通常学級内での個

別の支援をやめ、学年全体で取り組むこととした。 

 今回、対象児童のひらがな習得率が低かったことは、

担任が授業をしているだけではわかりえなかったこと

だと思われる。なぜなら 1 年生担任は毎年変わってい

るため、昨年度と比較検討することが難しいからであ

る。しかし、「ひらがな単語聴写テスト」のように基準

となるテストを毎年同時期に実施することを決めてお

くとその検討は可能となる。この基準となるテストは

できるだけ手軽にできるものが良いと思われる。今回

実施した「ひらがな単語聴写テスト」は問題が30問あ

るため、ひらがなを書くことが困難な児童にとっては

苦痛を感じるようで、毎年乱暴に殴り書きをした答案

用紙を数枚見かける。できればもう少し問題数が少な

いものが良いかと思うが、このテストには「困難群」等

群分けをする基準が設けられていることがわかりやす

い。問題数の少ないテストとしては湖南市ことばの教

室が作成した10問テストがある。こちらは群分けの基

準はないが、より手軽にテストができるので、指導の合

間により細かく習得度を確かめるために活用すること

ができる。 

 次に、対象児童のひらがな習得の変化についてであ

る。2年生7月のテストが前年度は全ての学級で行うこ

とができなかったので、前々年度との比較を行ってみ

たところ、「学年相応群」の割合が対象児童は1年生9

月から2年生7月までに34％上がっているのに対し、

前々年度では9％の上昇にとどまっていた。 

 私はこのように対象児童のひらがな習得率が大きく

上がった理由として MIM 指導法で音韻認識力を高めな

がらひらがな指導を行ったことと、「ことばのノート」

の活用にあると考えている。2学期以降も継続して毎日

少しずつひらがな単語を書き続けたことによって、特

殊音節のルールを理解しひらがなの言葉を書けるよう

になったのではないだろうか。実際にはまだ「困難群」

に8 名おり、このうち5 名は「ぐんぐん教室」に参加

していた児童である。個々に見ると伸びは見られるも

のの、学年相応レベルまで伸びることは難しかった。こ

の「困難群」8名や「要注意群」9名について、今後ど

のような支援ができるか考えていきたい。 
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